
新収作lll　lll

New　Acquisitions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カルロ・インノチェンツォ・カルローネは1686年に、イタリア北部のロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンバルディア地方のスカリアで、この地方を中心として活躍した画

カル・・インノチェンツォ゜カル゜一ネ［1686－1775］　　　　家骸に生まれ、1775年にコモでこの髄去る。彼1よ初めヴェネ

《聖フェリ・クスと聖アダウクトゥスの栄光》　　　　ツ，アの画家ジュリオ．クアッV。2tllr　（1668－1　751）の下でイ、多業し、ウ

羅ll鵬。ス　　　　　　　　　ディネなどで彼のll」…’f一を務める．その後17・6・1・からll年にかけて、

9〔〕×120cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマに赴き、フランチェスコ・トレヴィザー二（1656－1746）の工房に

C、，1。lnn。cen，。　C。，1。ne［Sca，i。1686－C。m。1775］　　身を寄せ・アッカデーミア’ディ゜サン゜’レーカで絵画を学ぶ・このと

610rificotion　ofSt，　Eelix　and　St．／Adauctus　　　　　　　　　　　　　き彼は17世紀後半のローマ派とナポリ派、とりわけピエトロ・ダ・コ

c．175g．61　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルトーナ、ルーカ・ジョルダーノ、ソリメーナ、コッラード・ジャクイントら

311繍脚s　　　　　　　　　　　の様式を丹念に学んだ・その後ウィーンに赴き・マルカントニオ・キ

P・2008－oool　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アリー二（1652－1730）とともに、エウジェーニオ・フランチェスコ・デ

来歴Pr・venance：Private　collecti°1），　SI）ain・　　　　　　　　　　　　　イ・サヴォイア、通称プリンツ・オイゲンに呼ばれ、彼の夏の離宮とし

文献Literature：F．　Lecchi，’‘Un　eienc・di　abb・zzi　delle・pere　di　Carl・Carl・ne”　　　て建設されたベルヴェデーレ宮殿のフレスコ装飾を手がけるt、そ

in　At’te　L°n7bcn’cla，　v（）lx’　1965’　p’128’ 　　　　　　　　　　　　　　　　　の後、オーストリアドイッ各地で兄のストゥッコ装飾家ディエゴ・フラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンチェスコ（1674－1750）とともに、宮殿装飾を手がける。スペイン継

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承戦争をきっかけとしてイタリア北部に勢力を拡大したオーストリア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帝国や、その他ドイツの諸宮廷でのイタリア風宮廷装飾推進の中

9



心となった画家である　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醸成されたロンハルティア地ノ」独白の文化現象の・例として、本f／i

　7i・f’i品は1759年から61年にかけて彼が丁かけたカルタ湖IH†の　　　　IlllllはJl♂常に興味深い’1｝実を背景に背負っている

サン・フェリーチェ・デル・ヘナーコの教1×聖堂に描いた人Jl：フレス

コ1山1聖フェリソクスと聖アタウクトゥスの栄光》の油彩ド絵　　　f’ITinIlの♪IK態に関してIJ口すると、カンウァス地はJi常に繊の荒い

（1）o／／etto）である　1997イ1にサザヒースの競売に川品された際に　　　　ものが川いられており、現イL小友粉糊を川いた？t｝Jちかされてい

は（S‘｝theby　s　London　Tl／ursdd｝，Dec　4，1997，10t　210）、⊥題は　　　　るものの、リタソチや亀裂の痕跡の状態からそれ以前は巻かれた

　　ll’，・体と天使たち》となっていたが、その後対となる油彩F絵　　　　状態で保管されていたものと考えられる　199，　9　“にRシー・ファート

　」II　1フェリノクスと聖アダウクトゥスの殉教t＞との比校から、本作品が　　　　による修復処置が行なわれ、占いニスの除2、、洗浄およひ亀裂や

やはりサン・フェリーチェ聖堂大井画のボッツェットであることが明　　　　欠損部分が修復され、現在は安定した状態を保っている

らかとなった．1］これらの汕彩ド絵は、カルローネが没した後に息　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔梨光ID

∫のシャンハッティスタ・カルローネによって作成された、コモに残さ

れていたカルローネのlllfJの財産目録に記録されており、本作品
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，1
は以トのように記録されているフレスコド絵に，亥’11することは、主　　　p（exh　cat）Carlo　Cattone／686－1175　Der　Ansbac！～et　Aufttag」pete聖O

題および・j一法から疑いの余地はない、すなわち、“SFelice，　e　　　　K「u（kmann（ed）’199’　0’　PP　74166’168

c。mP。g＿。　gl。rl。・昭・フェリ、クスと仲間の胱》・、・1伽・縦　2｝男論｝繍製ll鋤階゜zzl　delle°pe「e　di　cd’1°cd書i°ni　，　in　Aite

lBrd／60nc”、繊LL2　Bra∠”となっている。　i2メートル法導人前のミ　　　s）A（lo　Vlenmen～19　Aichiepisc°Pu～，　MaityJolo．giLini　D　III　Kdl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『epteinbris”，1n　Mlgne　Mahθtogia　Latt〃a、　MPL123，　pp　3　42－　344

ラノフラッチョが5949cm、1オンチャはその1／120）495　crnとなるこ　　　　D〃）t‘／

とから、メートル法に換1算すると、縦か892cm、横かll898　cmと、

村1品の・」‘法にほほ止確に合致する

　そもそもサン・フェリーチ．L・テル・ベナーコ聖堂はフレーシャ出

身のストリッコ装飾家、建築家のジャコモ・アントニオ・コルヘソリー

二q674－1742）の設”1で、1611i紀のllゴい聖堂を収壊し、174（）年から　　　Ci　dllo　lnnocenzo　Ca「lone　wdS　bom　ll］1（）86　m　Scdlld’mthe　llo「th（iri）

“JikC・建，蹴められ、1781鴨誠したこの糊よ・P・フェリ・　！：1∵ご膿11翌「1響ll、島’鵬留習劣8f燃「1ごll舗11∴ll！詳

クスと聖アダウクトウスとJlllフラーヴィアに捧げられた教区聖堂で、　　　　the　Venetian　painter　Giulio　Quagh（，　II（1668－1751）and　he　］s　dLso　knoNvn

そのノJlにカルローネはΨフェリノクスとΨアタウクトウスの栄　　　to　hdNe　wo「ked　a9　an　d～sistant　dt　Udine（after　1700）Later　fron］170（）　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1711he　lived　In　Rome　where　he　worked　ln　the～tudi（）of　Ftdn（esco
光、」1”フェリノクスと1？！アダウクトゥスの殉教》を1759年から61年　　　Trevl～anl（1656．1746）dnd　studied　pdlntlng　at　the　Ac（adeint（1　d’∫ω～

にかけて描いた　この聖人び）仏説は、実のところ、9111r紀にウィーン　　　　Lu（αDuimg　hls　tlme　ln　Rome　Cdiloiコe　diligentlv　studled　the　Rc）Mdll

ノ＼Ill教を務めたアトか残した［1殉教聖人録」に。己されており、聖人　　　cmd　NedPolitan　school．s　of　the　ldtte「half　of　the　l7th　centu「y’mduding

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the～tyle～of　Pletro　da　Cortc）na，　Lしlca　Giordano，　Francesco　Sollmena
たちの繊物は1361イ1からウィーンのザンクト’シュテフ・ン人聖堂　、md　C・rrad・G・aq。・n・・H。1、・。，　h，ad。d・。　V、e，md，　wh。，e。1、、。9　witll

に保管されている　アトによると、紀几後303年81」30　H、ティオクレテ　　　　Maicdntomo　Chiarm1（1652－1730）he　w（，rked　oll　the　fl　e．sc（）decordtioi）

臼’スス宙とマクシミアーヌス宙の時代、法務官トラクスの命でキリ　　　of　the　Bex’elede「e　Pala（e’whidh　wds　built　as　a　sumiiie「Pdldc　e　fo「

スト教徒フエリ・クスがセラピス率申殿で4鱗・噸畑・たとこ　騰。騰翻1論，欄蹴1器温1謬驚繍1

／）、セラピスの像が消え失せ、さらにメルクリウスの神殿で1il」じこと　　　stLlcco　decoration　artlst　oldei　biother　Diegc）Fi　anx　esco（167H750）

をさせられた際にもたちまちに神像は消え失せ、さらにディアナ神殿　　　　When　the　s’し1ccesslon　wd「’s°f　SPdM　bt（）ke　out’the　Ausmdll　Eml川e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　expanded　lts　power　ovel　the　northern　gectlon　of　Itdly（md　embdrke〔t　ol〕
て1・」しことをしたところ1・，Jじく神像が倒壊したという，Bそのためド　　　numerous　building　programs　Carlone　wa．s　a　palnter　for　pdlaces　b。tll　II］

フクスはフェリノクスの1”1を刎ね、このとき側にいたひとりの男が自　　　　the　Au～trldn　Empire　alid　m　Genman　coしltt9，　and　1～kn（》wl）a～・1　1））・1］n

分も．1リスト教徒であることを｛i，　1’1したために、トラクスはフェリソク　　　　p「oPonent　of　the　ltalian　palace　decorati、e　gt．y　le

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Fh］s　wotk　was　cieated　ds　d！）・r：ett・・11　prepdrat・1’x・　1）、1mt111g　l・）i　the

スとともにこの男の首も刎ねた　しかし名前かイ・詳であったため、　　　G／θtth（（itiθn　of、St　Fe～t．xαnd　St　A‘／‘1‘1（々1～celimg　trc、s（、o　that　Cdll。lle

あヒからこの男に「更なる発展のために（ad　auctus｝」という意味の　　　　pdlnted　betw　een　1759　and　1761　dt　the　p・ul～h　chur〔hot　．S・m卜elKedel

アタt’／　1／トゥスという名前をf・1けたという　その後彼らが殉教したオ　　　BeTiaco　On　the　ShOieOf　Ldke　C’drdd　When　this　N～otkdPPe（Ued（it

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dLICtlOrl　ln　Sotheb、　s　London　〔Thuigd（w　Dec　l　l997　10t　210）the
ステrア1⊥」道沿いの場所には祈りを捧ける人々か後を絶たす、のち　　　　sul）le（　t、～d、　na11ユed　db　Til〃IA（1〃‘！4tig」（，～～but　ldtel　UOMI），UISOII　WItll、1

に聖・：1か建てられたという　llト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pencldntか碇ご（・tto，　Mai’A　i　d‘川（，／St　J・’ehx（UIC／　St　Adati（tus　c　1、Uified　thdt

　現rlては、必すしもこれら二聖人の伝説の当W3は定かではない、　　　thig　wcls　indeed　the　b（）1：（’tto　fo「the　ceihng　Pdmtmg　of　．S‘d　llドelLc（i　h

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The．seわθごρr々wele　Iisted且n　the　mvemor、　of　the　Cdtlone　studio　m
しかし、ウィーンのサンクト・シュテファン大聖堂に聖遺物が残され　　　　Como　u川ipiled　b｝lu、　son　Gidmb、itttstd　C、lti（川e　clfkel（’，nlones〔le、itl1

ており、また9世紀のウィーン大司教アドが伝記を残している聖人を　　　Gixen　the　tollovN　in9　iecoid　of　the！♪（♪ごご（’tti・in　the　（issets　（　，it，il・g，・ue　deailx

守護｝1・1人として建てられたサン・フェリーチェ・テル・ベナーコ聖堂　　　　theie　fis　no「°om　fOl　doubt　tha「the　NMWへls・ne　”f　th（，　1）dii　qi、en　theni

　　　　　　　－　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　subl（．ict　mdttel　and　medsuLement、　The（atdloque　stdt｛・S　sub］ectof　S

と、その｛；1人1ムに基ついた天月一画を描いたカルローネらの背景に　　　　Fe／ice　e　Compagno　ln　glorid・and　height　equals　l　Brd／〔，　ol）（　dnd

は、181［1紀におけるこの地ノ∫でσ）オーストリア’i”M　i　1の文化的および　　　w］dth　equals“2　Biaブ2）The　Milanese！）i‘lc‘t・va・dS　d　plemetu（

政冶的影響力の強さが如実に小されている　18　lli紀ヴェネツィア　　　　mea、ulement　thdt　medsuied　dPP「°xlrr）dte／y　5919（m、vhlle‘mθ”‘　1（t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wdS　l／l20f　a　btaccto　dt　195　cm　Trdn．sldted　mt（）mehk　Ill｛．・dSUI（illlelltL，、

やローマの文化圏とは異なる、オーストリアとの交流、札採の中で　　　　this　me、u1S．　the　height　wd～892くmand　tlle　wldth　II8、）8　qlI

1（］



ill)1)T'uxitl)ill('1.V tll(' c'N;lct 111c,;}sttrelmillts, uf tllis work,

  1'h(L Snn I"(tli{'LL (l(il i')enaco c'htirc'h v,L';ts th〈i i,･v'ork of Ginc'omo iX[)tonio

('url}v]li[ii c 1674-17･IL' ), " slucco arlisl and architect from Br('scia, and it

wns Inti]t t" r(,plac-(- a 16th c(vtut"' c'Iiuruli. NN"ork progress(s(l oi) lh(i in,w

:truc'It]r(i froTn 17･10 oni,-,'ards and it i,N'ns cemplcLted in 1781, San F(ili('{i

Nvns Ihc' diu{'(,san ('hurch de[li{'atcxl to St, Fc,lic"cL, SI, tXdauc'tut ancl St,

l'IaN'in, att(l ('arlnn(' d('c'or;ttci(1 it: ('{iiliiig wilh tlw .11(trt.x'rdom ot SL /'?j/iN

aiid St. tld(ut('tii.Lg aud of .`St. 1"?/i.y (tiid .YL rl(/aii('tiis iti (itoi:s' h'otii 17r)f) te

1761, Th(i 1(ig(,nds oi' thc, sainls SI. Ftilix and St. iXdau('ttLs, in liwt. ar(i

reuor(k,cl in th(i ill(ttt.vro/ogiittn of ,AL(to VicmmLnsis. thc: arcl)lnshop of

VienTia iri the 1)Ii] c-c.'ntur'Nr. Thci r(}Iic-s oi' tlicLs(i saints wer(s enslirinc,,d in

llS61 iiL Vi(inna's St. Stephan Cathe(lrai, Aucording to Ado, on the ISOth

dav of the 8th month of 13013, {iuring the reigT)s of Emperors Diocl{Litian

and )vlaximian, NNthcin the ])racfec:t()r [)ra(.'us ordc'red the Christiat] Felix

to make the saurifice at the Serapis temple. the statue of the deit.y

(iisappc. are(I in air. Similarl.i,,', wh{,'n thc sarne was carri(.id out at th(i

MercutF)f' temple. the statue of the deit.v shattered and uollapsed. and

agaiu at the teniple of Diana."] Dracus ordered Felix l)eheaded. and

I)ec-ause the person standing next to him during his beheading a)so

confessed to being a Christian, he too was beheaded, However,

because the naine of this person was not known, he was nained as "ad

au('tus" , literally "for more (ieve[opment", which then became his name

A(tauctus, TI'iere was then an end]ess gathering of people making

offerings and pra.v(,t-s at the spot }vvtierc tl'i(.; nnartyrd{.)m took place along

the Sv'ia Ostiense, and finally a c:hurch was built on the spot,i"

  Today it is not clear whether or riot tl)is legend ()f the two saints was

based oi'i a real oc(`urr( nce. However. it is true that relics remain at the

chtLrcl) of St, Stephan in Vienna, the lc !;c nd was recorded in Ado's 9th

century re(:ords, and San Felice del Benaco was built with these saints

as its patron saints. Carlone painte(t this ceiling painting based or) the

martyrdorn )egend Al] of these factors speak c)f the cultural and political

power of the Austrian Empire over this region during the 18th centtny,

This painting has as its background the extremely fascinating fact that it

is one example of the unique regional cuitural phenomena of the

Lombard.v region that was fostered l)y its interactions with Austria, and

quitc urilike the cultural spheres of l8th centui'y Venice or Rornne,

  ln terins of the work's current condition, the painting was painted on

extremely roughly woven canvas and today the lining with flour paste

reinains. judging frorn the retouching and crackling traces, the work is

thought to have been rol]ed at some point, R, Shepherd carrie(i out

conserivfati(.)ii work in 1999, when old varnish was removed, the painting

was washed. arid cracks and rr)issing areas were repaired. Today the

painting is in stable conclition, (Mitsumasa Takanashi)

Not(

1) ((xh, cat.) Cat7o Cartone 1686-1775, Der Ansba(rherAitftrag, Peter O.

   KrCickmann Ced.), 1990, pp.74, 166-168,

1･e)) F. Lechi, "Un elenco di abbozzi delle opere di Carlo Carloni", in Arte

   Lon]barda. vol.X, 196t), p,128.

13) Ado Vicnnensis Ar'c:hiepiscopus, Atfart.yro/ogiurn, b-D. III, Kal.
   Septc mbris". in Migne. I?itto/ogia Latina, MPLI L)13, pp,312-3il il .

il) /bid.

11


